
令和３年度 第４回せたがや生涯現役ネットワーク世話人会議事要旨 

 

日 時：令和３年１１月１８日（木） 午後３時～午後５時 

出席者：世話人 兜山、石川、臼井、秋山、河上、横地 

市民活動・生涯現役推進課  山内、桑原、加藤 

   場 所：せたがやがやがや館３F会議室 B 

 

〈議決事項〉 

（１）Zoomの費用について  

 事務局より令和４年度の Zoom 費用について説明あり。以前世話人会において、シニア Zoom サロンで

使用するアカウントと現在契約中のネットワーク用アカウントを一本化すると決定した。その場合、一般

会計と特別会計の両方から支出があることになることを事務局から説明。 

 検討の結果、ネットワーク団体から引き続き使用申請があることから、今年度に引き続き一般会計で予

算をつけることに決定。 

 なお、来年度予算については、シニア Zoom サロンの予算計画書の項目の中から「Zoom 有料版利用料」

を削除し、次回総会までに修正する。この旨を臼井氏・河上氏より地域デビューの会定例会にて真貝氏に

説明予定。 

 また、Zoom 会議のパスワードを毎回変えるよう事務局より依頼。この旨を兜山氏から岡崎氏に説明予

定。 

 

（２）広報物について 

ガイドブックが好評で在庫が少なくなり、今後の利用計画から増刷の必要がでてきた。簡単に更新できる

部分は改訂し、第 2 版を 2,000 部増刷することとなった。費用は一般会計でも、イベント経費で処理し

ても良い。 

 

〈検討事項〉 

（３）世話人の役割について 

 石川氏の退任が今年度に、兜山氏・臼井氏の退任が令和４年度に迫っていることから、引継ぎ等のため

に世話人の役割の見直しを行った。 

 今回は「①世話人とは何か、世話人の役割とは何か②ネットワークとは何か」を中心に自由に意見交換

を行った。各世話人と事務局の意見は下記のとおり。 

 

〈①世話人とは何か〉 

 兜山氏：世話人とは内閣のような感じ。意思決定機関という位置づけ。現在大きな働きはしていない。 

 秋山氏：役割や担当が入った時からわからない。 

 河上氏：新しい団体の承認や大きな行事の運営等が最低限の仕事と思っていた。現在は前任の藤田氏の 

     後を引き継ぎ広報担当をしている。あまり仕事を細分化せず、大まかに決めるほうが良い。   

     団体間の交流状況を見て、自分が連携役を担い、色々な団体と連絡を取っている状況だが、   

     1人の力では限界がある。世話人という役割がある人から直接団体へ連絡を取るのが良い 

     のではないか。 

     また、世話人募集はやはり一本釣りが効果的。生涯大学卒業生への早めの声掛けも必要。 

     世話人というと「昔からよく知っている人」がなるというイメージだが、60～65歳くらいの 

     新しい人も視野に入れてはどうか。 

 石川氏：前代表小川氏から会計を頼まれ、世話人になった。役割は考えたことがなかった。 

 横地氏：入る前から何をやっているか不明だった。イベント実行委員会でやっているような内容を世 



     話人が行うものと思っていた。各団体のつながりを強める仕事（1人何団体か連絡を取るな    

     ど割り振りがあるなど）と思っていた。現在数人に仕事が偏っているように感じるので、分 

     担もよいのではないか。今仕事を担っている人のノウハウが素晴らしいのでしばらくは様子 

     見予定。役割が明確な方が分かりやすい。 

 事務局：世話人から各団体へ直接連絡を取ることはつながりのきっかけにもなると思う。 

     現状、事務局としてのサポートの範囲が難しいと感じている。介入しすぎてもネットワーク 

     の目的から外れてしまうと思うが、サポートは必要と感じている。事務局も世話人会で意見 

     はするが、意思決定するのは世話人会という形がスムーズにいくのではないか。世話人会の

ほか実行委員会へのサポート等、各事業によって事務局の役割が異なるので統一したい。 

 

〈②ネットワークとは何か〉  

 兜山氏：歴史を詳しく知らない。小川氏・石川氏の推薦で代表を担った。ネットワークのビジョンは 

     その都度作っていた。横のつながりはやはり重要である。今後の方向性を決めるためにも、 

     ひとまず世話人内で役割を作るのはどうか。 

 河上氏：団体数もどんどん減ってきている。以前実施した世話人からのアンケートの結果を踏まえ、 

     今年度は意識して行動している。新規加盟団体を増やすことも役割。企業とのつながりも欲 

     しい。 

 臼井氏：2007年にネットワークが設立した経緯から考えると、ネットワークの横のつながりを作るの 

     は区の仕事。ネットワークは一つの団体となったからある程度自主的にというのはわかる 

     が、「生涯現役推進課」の名の通りもっと行政は情熱をもってやってほしい。 

     行政は縦割りだが、課を飛び越えてやってほしい。 

 事務局：ネットワークは自主団体であるが、ネットワークという大きな組織を成立させるために繋ぎ 

     止めをやっている状況。お互いにスムーズに進めていけるよう、これから見直しをしていき 

     たい。 

 

 検討の結果、世話人内で役職案が決定。役職案は「①会長②副会長③会計④渉外⑤広報⑥総務⑦団体担

当」とする。 

 また次回の世話人会に①ネットワークの歴史に関する資料②予算の流れについての資料③年間スケジ

ュール」を事務局が持参する。 

 

（４）会場予約について 

 事務局より現在のイベントにかかる会場予約の状況について説明あり。当課担当のひだまり友遊会館・

がやがや館については公用で予約するが、それ以外の施設についてはネットワークでアカウントを持ち、

いつでも自由に予約できるようにしてはどうか、と事務局より提案。 

 検討の結果、ひだまり友遊会館・がやがや館を引き続き使用していくこと、ネットワークでけやきネッ

トのアカウントを将来的に持つことも考えていくこととなった。けやきネットの登録方法等は事務局よ

り案内する。 

  

以上 


